歴史的な街並みの保全・整備における住民参加の役割 : 日本と中国のケース・スタディ by 林 双




＜平成 25 年度修士論文（静岡文化芸術大学大学院文化政策研究科）＞ 
 
歴史的な町並みの保全・整備における住民参加の役割               
         ―日本と中国のケース・スタディ― 
 
Roles of public participation in conservation and reconstruction  
of the Historic Quarters 
－Comparing Study of Japanese and Chinese Cases－ 
 
 




目  次 
 要  旨  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 
序 章  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3 
第 1 章 研究の目的と課題  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4 
第 2 章 中国における都市政策の変遷と歴史的な町並みの保全・整備  ・・5 
第 3 章 日本における歴史的な町並みの保全・整備の動向  ・・・・・・・14 
第 4 章 ケース・スタディ（中国）  ・・・・・・・・・・・・・・・・・16 
第 5 章 ケース・スタディ（日本）  ・・・・・・・・・・・・・・・・・22 
第 6 章 考察  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・34 
図 表  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・39 
参考文献  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・43 





                                    静岡文化芸術大学大学院 
                                          文化政策研究科 
                                         林 双 Shuang LIN 










































                                    静岡文化芸術大学大学院 
                                          文化政策研究科 
                                         林 双 Shuang LIN 




As the implementation of the 1978 Chinese “reform and open up”, there has been a 
huge change in the views and features of entire Chinese cities including many historic 
ancient capitals. Traditional historic quarters and sight views has been damaged 
continuously. In 1982 The Scheme of Famous Cultural Historic City was established 
by Chinese government in order to cope with this serious situation. However, during 
the process of conservation and reconstruction of the historic quarters, 
Government-oriented methods brought about many problems. In the past few years, 
gradually, attempts to participate in conservation activities of historic quarters by 
citizens have been increasing in all over China. People also improve their 
understanding of the value of historic quarters.  
On the other hand, in Japan, citizens’ involvement in conservation of the historic 
quarters has been improved since 1970s. In the late 1980s, the conservative activities 
bloomed in the whole nation based on the partnerships between the citizens and 
government or citizen-centric. Consequently, conservation or refurbishment of 
historic quarters were expanded rapidly, and in addition, ordinary general problems 
of the cities were also improved. 
In this paper, I compare the changing policy about conservation and reconstruction 
of historic quarters between Japan and China, analyse and identify the similarities 
and differences between these two countries. I figured out and confirmed what kinds 
of problems can be solved if the citizens participate in the activities by comparing 
model cases of Japan and China.  
 Finally, I emphasize that citizen ’s participation in the conservation activities in 
China should solve many of those problems that occur under government controlled 
activities. 
 
Key words: historic quarters, historical-cultural cities, government-oriented,  
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(2)停滞期 ―― 1960～1970 年代 













































































林 双 Shuang LIN 

















































































指定が約 6000 ヵ所、市レベルのものが 9 万以上ある。 
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第 4章 ケース・スタディ(中国) 
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に始まった。約 2 年間の整備事業を経って、2009 年に
国務院よる中国十大歴史文化名街の 1 つとして選ばれ
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織した。2008 年の 11 月から 12 月にかけて、景観条例
の見直しについての説明とともに、金沢の文化的景観
の取り組みについて、文化的景観区域内の住民への説
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活動として行われ、観光実も 30 万人から 80 万人に増
加した。 
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飛騨市は岐阜県の最北端に位置し、平成 16 年 2 月、
旧古川町、旧河合村、旧宮川村、旧神岡町の 2 町 2 村
が合併することにより生まれた。古川町は岐阜県飛騨
市の中心部に位置し、16 世紀末に増島城の城下町とし
て整えられた。平成 14 年には 166 万人の観光実がこの
山間の町を訪れているが、近年は若干尐なくなってい
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2）1988（昭和 63）年 「三社市」復元 （毎月第 4日
曜日に朝市） 
3）1988（昭和 63）年 遠州横須賀観歩記（みてあるき） 
4）1989（平成元）年 牛～っと食わざぁ～会 （イベ
ント：1995年まで实施） 
5）1989（平成元）年 年越三社会 開始 （三熊神社
での年越しイベント） 
6）1991（平成 3）年 大須賀建築士住まいの研究会 発
足 （毎月相談会を实施） 
7）1992（平成 4）年 大須賀町地域住宅計画（HOPE 計
画） 策定 








12）1999（平成 11）年 ちっちゃな文化展の開催 開
始 
13）2006（平成 18）年 静岡まちなみゼミ 開催 
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1953 年 第一次五ヵ年計画の实施 




1961 年 「全国重点文物保護単位」の指定(日本の重要文化財に相当) 
1958 年 大躍進運動 
1966 年～1976 年 文化大革命 





1982 年 「歴史文化名城」制度の設立 
⇒ 1982 年～現在 122 都市の指定 
(文化財の保全、歴史的町並みの保全、歴史文化名城全体の保全) 
1984 年 「歴史文化名城保護規劃学術委員会」の成立 
1986 年 「中国土地管理法」の实施 
1987 年 「歴史文化名城研究会」の成立 




1990 年 「危旧房改造」計画の实施 
1995 年 「城市房地産管理法」(日本の都市不動産管理法に相当) 




2003 年 「文物保護法实施条例」の公布 
2004 年 「都市紫線管理弁法」の公布 
2008 年 「中国物権法」の实施 
 「歴史文化名城・名鎮・名村（都市・町・村）保護条例」の公布 
2009 年 「中国歴史文化名街」の選定活動の開始 
2012 年 「中国歴史文化名街保護同盟」の成立 
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1950 年代 1950 年 文化財保存法 
1960 年代 1966 年 「古都における歴史的風土の保存に関する特別措置法」(古都保存法) 
1968 年 都市計画法 
1970 年代 1973 年 「歴史的景観都市連絡協議会」(地方自治体間連絡組織) 
1974 年 全国町並み保存連盟 
1975 年 「伝統的建造物群保存地区制度」の設立 
1976 年 「重要伝統的建造物群保存地区」選定 
1980 年代 1988 年 「町並み保存推進協議会」の成立 
1990 年代 1992 年 容積率の規制 
    地方都市の中心市街地の空洞化 
2000 年以降 2004 年 景観法 
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(3)三坊七巷について   
年代 総面積 世帯 人口 古民居 企業・工場 
1990年 40.2ha 3600世帯 14,000人 268軒  
1992～2000年 44.1ha 9887世帯 34,500人 
 企業 36社 
工場 45 
2004年 38.35ha 4197世帯 15,674人   
2005～2007年 38.35ha 5577世帯 15,093人 
借家 175 軒(302 人) 
古民居 270軒 
 
 
